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時平成2年7月17日（火）
　　午後5時20分
場東京医科大学病院
　　本館6階第1会議室
　　内科第三講座　伊藤久雄
　　慢性関節リウマチの薬物療法
　　　東京女子医科大学　内科教授
　　　東京女子医科大学附属
　　　リウマチ痛風センター
　　　　所長　柏崎禎夫先生
（座長は新妻知行（一般演題1～4），坂井潤一
（一般演題5～7））
1　　　MASTシステムによる多項目アレルゲ
ン特異的IgE抗体の測定
（内科第三講座） 小林　真人，奥澤　博美
露口　都子，奥脇　純子
松村　康広，久保　隆之
藤邑　葉子，安田　奈央
山本　　忍，対馬　裕典
松井久美子，安達　正夫
新妻　知行，伊藤　久雄
　酵素抗体一化学発光測定法であるMASTシステ
ムについて，その検出頻度，RAST，スクラッチ法
との相関を気管支喘息患者ユ34名について検討した。
MAST吸入系チェンバー16項目で陽性頻度の高い
ものは順に，ダニ，ハウスダスト，スギ，ネコであり，
検出されるアレルゲンの種類は1項目のみが29％
と最も多く，3項目までが64％であり，6項目以上
検：出されたものは12％であった。MASTとRAST
との相関をハウスダスト，ダニ，スギ，カンジダに
ついてみると，カンジダ以外は良好な相関を示した。
スクラッチ法との陽性一致率はハウスダスト56％，
ダニ53％，スギ60％であり，スクラッチ法が陽性度
が高く，カンジダのスクラッチ陽性12例のMAST
はすべて陰性であった。
　2　　　アトピー性皮膚炎の皮内反応における
late　phase　reaction
（皮膚科）　　　　　　加藤　雪彦，平田　雅子
　　　　　　　　　　　宮内　　恵，佐伯　紀孝
　　　　　　　　　　　宮野　径彰，徳田　安章
【目的】我々はアトピー性皮膚炎（AD）における遅
発型皮膚反応（LPR）の反応パターンとADの臨床
症状，検査所見との関係及び，LPRについて免疫組
織学的所見からADの病態，発症機序との関連を検
討した。【方法】AD患者171例について，皮内反応
パターン，IgERIST，　IgERAST，末梢血好酸球数
との関連を検討し，また，AD患者13例について，平
群におけるLPR部位を生検した。そして，　HE，な
らびにリンパ球表面マーカーに対するモノクロナール
抗体およびECPモノクロナール抗体（EG　2）を用い
PAP法にて，免疫組織学的検討を加えた。【結果】
LPRは20－50％に認められた。環境抗原において
は，即時，遅発とも陽性群では即時のみの群に比べ
IgERAST，好酸球数が高い傾向を示した。組織像
では，好酸球が経時的に遍在することから，LPRの
形成に深く関与するものと思われた。また，1型の
みならず，皿型アレルギー反応を示唆する所見も観
察された。
　FEAの2症例に過敏食物除去療法を行い，
療前後の運動負荷試験時に免疫学的検査を実施し
た。治療前および1年後に実施した誘発試験では，
いずれの場合もC3，　C　4，血清補体価，　OKTシ
リーズ，リンパ球幼若化反応などに有意な変化を
示さなかったが，負荷後に血清ヒスタミン値の上
昇傾向を認めた。また過敏食物除去療法により耐
性を獲得した食物では，運動誘発を行なっても症
状が出現しにくくなることが示唆された。
3　Food　dependent　exercise　induced
　　　　anaphylaxisの2症例
（小児科）　　　　　　細部　裕子，篠本　雅人
　　　　　　　　　　千葉　友幸，本多　輝男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
（1）
